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　　　C-57　/＼*ンティ■ストッキングとストッキングのん体に艮ぼす影響

　　　　　　大野静枝日本女幻o中島洋子･ 徴田敬一(昭和勾　山本弘(国立公表衛生陶

　目的：　一般に、ストッキングの着用が少ヽなくな') . /＼'ンティ・ストッキングが'着

用されるようになった。しかレパンティ・ストッキングの着用戚が夏季においてぬ

ずしもストッキングにit.し乙優れているとは恩心此ない。そこr, i＼'ンデ･ﾀﾞ・ストッ

キングとストツ午ンワ゛の安静着吊時の奢用滅と生体の瓦良を比枕漉討した。

　方歳：　実験は、夏季に人工気恨隻において行なった。被験者は21才の};じ較的体型

のよく似杞健康な女子4戈。服装は下着にブラジャー. きノヨーツを、よ一着には半袖=シ/

ヤツ、ぶニスii ートを着用させた。各腕験着ともバクティづ

ングの着用におヽい■z･-i.被覆ヵ戈弗に一夜になるようにしa.被験看の姿勢は、安静符

泉とレはじ･めに. 塩麗2ざ'C、湿皮70χに1 時聞30々滞在痩、35'0 . 7∂μ(こl時間30

分、■:<らiz.. zo-ﾝ、70沁に変化せしめZ.1 時間滞良した。測定項日は、皮膚温、直腸

瓊、胱拍希こ、体重威少量、指血充量, 呼吸数な4ぴに堰度鳳覚のききとりtinる。な

あヽ、曳内気忿にμ]～o.i名乙'あった。

　結果■■　瓊度感覚は- TS'Cにあヽいては明確な豪は鳳じ'ら^Uかったか;、35°cgL.びlO

'C【こおい1 、l＼'ンティ・ストッキンr <n方が、そtれそ池蕉し暑く、また暖かヵヽヽつた・

そ･れに対し-L、身体機船乙゛肩巻の豪がみら紅T=.のは指血琉量であり、そのものif @IC

ついXば明らかではなかった。このこヒよりめずかな被覆面稜の差が、凛度載覚をね

え. 口肢嵐端の循環に影響左与えるものヒ考え｡られゐ、しかし蚕身磯肱に曼化*＼"から

此なかフ祗ことより、さいこ絆佃な実験i£孝とする。

c－58 女子衆営他の希良状鮮にフヽヽマ（第&報）
　　　　神ﾀ’刄軟膏　　稲垣和蚕

　目的衣參感の賢瓢､よ近年ﾈ㈹変速し、戦前£の様捧c IS尺差が｀み!ﾗれ乱そごr゛

蒐友状]態の欠頒を作

為四‘フアlこ。諺いり朗財吋屡・ダ4，ヽジ、前報八≒予察為、夕げ弗、作業力、
及び刄ゑ蔓私心ﾌざ蕨討にぎ政が、今回･よ更､・雨為り

千の成櫨ｋ修尺の■報告する。

　方彦調勣け肉転廟各すふす}尺学ま/UゐにフヽヽＺ、一件間。わり毎月調

歩哨柘躇岬し。記入->tしか弟回全標けグリーに刹甲口調互秘教障理し

尽。
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